
再評価結果（令和６年度事業継続箇所） 

 
                                 担 当 課：県北振興局道路建設第一課 

                                 担当課長名：松武 進太郎 

事業名 一般県道俵ヶ浦日野線（赤崎工区） 
事業 
区分 一般県道 

事業 
主体 長崎県 

起終点 自：長崎県
ながさきけん

佐世保市
さ せ ぼ し

船越町
ふなこしちょう

 至：長崎県
ながさきけん

佐世保市
さ せ ぼ し

赤崎
あかさき

町
ちょう

 延長 ２．９２km 

事業概要 展海峰などの観光資源を近隣に有し、大型クルーズ船の観光客を乗せた大型バスの通行の増加が見込まれる 

ため、通行の円滑化を図り、観光振興の活性化および住民生活の安全確保を目的とする事業。 

 

 Ｒ２年度事業化 都市計画決定 なし 用地未着手 工事未着手 

全体事業費 ７０．０億 事業進捗率 ３％ 供用済延長 ０．０km 

計画交通量  ４，１２４台／日 （Ｒ２２） 

費用対効果 
分析結果 

Ｂ／Ｃ  総費用  (残事業)/(事業全体) 総便益  (残事業)/(事業全体)  基準年  
(事業全体)   １．１０ 
 
(残事業)    １．１５ 
 

    57.5/60.1億円 
事 業 費：56.9/59.5億円 
維持管理費：0.6/0.6億円 

   66.2/66.2億円 
  走行時間短縮便益：63.3/63.3億円 
  走行費用減少便益： 2.8/2.8億円 
  交通事故減少便益： 0.1/0.1億円 

令和６年 

感度分析の結果 残事業について感度分析を実施 
【全体事業】交通量変動 ：B/C=0.99～1.21（交通量 ±10%）【残事業】B/C=1.03～1.27（交通量 ±10%） 
      事業費変動 ：B/C=1.01～1.21（事業費 ±10%）     B/C=1.05～1.27（事業費 ±10%） 

事業期間変動：B/C=1.06～1.15（事業期間±1年）     B/C=1.10～1.20（事業期間±1年） 
 
 
事業の効果等  
・車両走行性の向上（隘路および線形不良解消による走行性向上） 
・安全性の向上（交通事故の危険性の軽減、安全な交通の確保） 
・観光産業の発展に寄与（周辺観光地への円滑で快適な通行を確保、観光客の増加） 
 
関係する地方公共団体等の意見  

佐世保市より整備促進の要望が行われている。 

事業再評価監視委員会の意見  
－ 

事業採択時より再評価実施までの周辺環境変化等 
 
 
 

 

 
・NEXCO西日本により、佐々IC～佐世保大塔IC４車線化が整備されることから、俵ヶ浦半島へのアクセス向
上や交流促進に伴う地域の産業・経済・文化の発展が期待される。 
・俵ヶ浦半島に展海峰と並び、観光施設として、令和４年に九十九島観光公園が開園。 
事業の進捗状況、残事業の内容等  
令和５年度末までの事業進捗率は３％で進捗しており、今後も引き続き事業の進捗を図り、令和１４年度の

事業完成を目指す。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  
関係機関（米軍、SSK等）との協議に時間を要しているが、当該機関との協力体制の下、今後も引き続き

事業の進捗を図り、令和１４年度の事業完成を目指す。 
目指す。 施設の構造や工法の変更等  
関係機関との協議によるルート変更に伴う工法の変更 

対応方針 事業継続 
対応方針決定の理由  

事業の必要性を考慮した場合、事業継続が妥当と判断される。 
事業概要図  
 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額と割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。 

標準断面図 

事業箇所 
一般県道俵ヶ浦日野線 

（赤崎工区） 

延長 L=2.92km 
















